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いつかんいちめん ぶつ じ ちようさい とう
「一羹一麺というのは仏事の調菜である。まず，湯を出




































A Denominate Number for Food
（6）A Denominate Number for Food Shown in Classical Literature（A Supplement）




































































まんじゆう そうめん じよめん ようかん べっかん ロ チヨウカン
①饅頭・素麺・薯麺・羊羹・鼈羹・炉腸羹。
随筆『南嶺遺稿』23）三麪三羹の条に見える22）24）（注9）。
























古代中国で三種の羮11）21）。 羊 羹 （ヒツジ肉のあつ
べつこう・べつかん ちよこう・ちよかん



































































































































































































































りよう り こころ え











まんじゅう う ど ん もち
③饅頭・饂飩・餅21）。








どん か ろう まんじゆう



































































めしじるさい えん そ しやう つぼひらなます
食べ物に関するものとして〈飯汁菜・塩噌醤・坪平 膾








































































































ししゅのもの し しゆ き
①古代日本における四種の調味料。四種物，四種器17）と



















しお ひしお いろ り
・鹽（塩）・醤＊20（あるいは色利）が列記されてい































































































かん み うま み
・鹹味（塩味）・旨味。


































































































































16年－1547～天文 17年－1548頃か）古部では〈五種 削 物
タコ ハム アハビ カツヲ ホシダイ
蛸・鰻・蚫・鰹・干鯛也〉22）24）とある。















種のけつり物といふハ 丸蚫 いりこ さめのみ する
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1181頃）や同書異本の『伊呂波字類抄』97）（鎌倉時代）に
〈五味 鹹 シハハユシ、酸 スシ、苦 ニガシ、甘
アマシ、辛 カラシ〉とある22）24）。『拾芥抄』37）（南北朝

















































































か せつ めい せん
茶・檟・ ・茗・荈と五種に分ける56）。陸羽の『茶
経』104）（唐代 8世紀）にみえる。同書の注記に「周公は










































































































































































































































ろく み くわ そなわ てん ぞ しゅ
に云く，六味精しからず，三徳給らざるは，典座の衆
ぶ ゆえ ん あら
に奉する所以に非ず。）とある17）。
（2）仏教用語で牛乳及び乳製品の加工過程の六段階。











































































































































































ばい し とう し
だものに同じ。梅枝（梅子）＊51・桃枝（桃子）＊52・














バイ シ タウ シ カツ コ ケイシン
梅枝。桃枝。餲餬。桂心。









抄』37）巻下飲食部に〈八種唐菓子 梅枝 桃子餲餬 桂心











































































じゅん ごう じゅん ぼ ほうとん ほう そう とうちん






























りょう かん ほうずい と たい り び がくしゃ
④ 龍 肝＊68・鳳髓＊69・兔胎＊70・鯉尾＊71・鶚灸＊72・















りょう かん ほうずい と たい しょう じょう しん り






























ばい し とう し かつ こ
くだものに同じ。梅枝（梅子）・桃枝（桃子）・餲餬・







































し そ くり だい ず はす む か ご
御飯・紫蘇御飯・栗御飯・大豆御飯・蓮御飯・零余子御




























































































たとえづくし ひゃく み をんじき





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































いつかんいちめん ぶつ じ てうさい とう
○一羹一麪といふは仏事の調菜也。先湯を出し
つぎ うんかん ようかんまんぜう むしむぎ ひと
次に茶を出し雲羹か羊羹饅頭か蒸麦かの内を一



























































ホンシキマンヂウ メン カン まん
本式饅頭という事あり。并ニ三麪三羹の事。饅
ぢふ サウメン ジヨメン ソヘ クヒ ジヨ
頭，素麪，薯麪。まんちうハ汁を添へて喰。薯
メン サウメン ヨウカン ベツ
麪ハかけて喰ふ。素麪ハつけて喰ふ。羊羹，鼈














あつもの やうかん あつもの ぎうかん
羹 也 羊羹はひつじの羹 也 牛羹とは牛の
あつもの もつ かん くわ し なお
羹 也 以て日本にては三羹を菓子に直して
いはゆる こ むぎやき やうかん みな し
所謂べつかんは小麦焼也 羊羹は皆知る所也
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三酒

























水 漿 酒 醴 玉藻























二曰醫、三曰漿、四曰 。清謂醴之 者 醫內則所謂或以 為醴凡醴濁釀 為之
則少清矣醫之字從 從酉省也 漿今之酨漿也 今之粥內則有
黍 飲粥稀者之清也 鄭司農說以內則曰飲重醴稻醴清黍醴
清梁醴清或以 為醴漿水臆后致飲于賓客之禮 有醫 糟糟
音聲與相似醫與臆亦相似文字不同記之者各異耳此皆一物○醫






















































牛曰一元大武 豕曰剛 羊曰柔毛 雞曰翰音
犬曰羮獻 曲禮




牛 羊 豕 犬 雞左傳五牲不相 為 用 注
麋 鹿 狼 免同上六畜五牲注後漢東都賦注
鹿 熊 狼 野豕服䖍注
三牲






麋 鹿 熊 麕 野豕 兔周禮庖人鄭司農注康成謂有狼無熊






鴈 鶉 鷃 雉 鳩 鴿庖人鄭司農注
羔 豚 犢 雉 雁鄭康成注




















































菁 鹿 茆 （中略）凡祭祀共薦羞之豆
實賓客喪紀亦如之為王及后世子共其內羞王舉則
共醢六十罋以二五齊七醢七 三 一實レ之齊當為韲、五韲昌本
脾析蜃豚拍深蒲也、七醢 蠯 魚兎鴈醢、七 韭菁茆葵芹菭





































































































春行羔豚膳膏香牛 夏行 膳膏 豕一云犬 秋行

























































































































麋 鹿 麕 狼 兎
（注 57）斑固（班孟堅）『東都賦』（『六臣註文選』59）第一巻









泛 醴 緹音體 沈 ○
周禮酒正辨五齊
之名酒人為五齊



























































五畜 鶏 羊 牛 馬 豕 ○加テレ犬ヲ為二六
畜一家ニ養テ為レ畜ト
うんきゅうしちせん
















羊 豕 膚 魚 腊○少牢饋食禮雍人陳鼎五
牛 羊 豕 魚 麋○漢書五鼎食注
羊 豕 腸胃 魚 腊○聘禮衆人行五鼎
士祭三鼎 大夫祭五鼎○孟子注













牛 羊 豕 魚
（注 70）『羣書拾唾』2）巻之十 動植食物第十
五飯























（注 73）『拾芥抄』37） 巻下 飲食部 第二十八
スシ ニカシ カラシ シハヽユシ アマシ
五味 酸 苦 辛 鹹 甘 五味事、見二禮記第七一、
（注 74）『和爾雅』100）飲食門第十九臭味附
スシ ニガシ アマシ カラシ シハゝユシ


























































































鴈 鶉 鷃 雉 鳩 鴿
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融〔共編〕，曹洞宗宗務庁〔刊〕，1972年）がある。
（注 95）『小學紺珠』1） 巻第十 器用類
六和




















韮 菁 蔓菁 茆
鳥葵上
































































































































































































（注 109）『拾芥抄』37）巻下 寳貨部第二十六八珍 七寶 五寶五香 五薬
八珍
龍肝 鳳髓 兔胎 猩猩脣・
（鯉）






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































『大正新脩大藏經 第 82 巻（続諸宗部 13）
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